ハンドマイク街頭演説原稿例　国際法違反の蛮行許さない
二〇二五年六月二十七日　日本共産党埼玉県委員会・作成

　ご近所のみなさん、日本共産党です。この場所をお借りして、日本共産党の政策を訴えさせていただきます。しばらくの間ご協力をお願いいたします。
　みなさん、参議院選挙が七月三日公示、二十日投票と決まりました。日本共産党は衆議院に続いて、参議院でも自民党と公明党を少数に追い込み、今までの自民党政治を終わらせる展望を開くために全力で取り組む決意です。消費税減税や年金はじめ、国民の切実な願いを実現するには、日本共産党を大きくすることがどうしても必要です。日本共産党は政党を選ぶ比例代表で、はたやま和也・元衆議院議員を含む五議席の獲得、定数四の埼玉選挙区で現職の伊藤岳参議院議員の再選をかちとるため、全力で頑張ります。日本共産党と伊藤岳に、みなさんのお力をお貸しくださいますよう、よろしくお願いします。
　さてみなさん、イスラエルがイランを攻撃したのに続き、アメリカが現地時間で六月二十一日、イランの核施設三カ所を空爆しました。軍事攻撃計画の中止を求めるアメリカ国内と世界中の声を無視し、中東地域と世界の平和と安定に深刻なダメージを与える行為であり、国際法と国連憲章に違反する蛮行だと言わざるを得ません。日本共産党は、これ以上武力衝突を広げないため、イスラエルとアメリカに自制と国際法を守るよう求める取り組みを国際社会に呼びかけています。日本からも、無法な武力攻撃やめよの声を、大きくあげようではありませんか。
　原子力発電所や核施設への軍事攻撃は、施設を壊すことによって施設周辺の広い地域で放射能汚染を引き起こす危険があります。極論すれば、核爆弾をその地域に落とすに等しい暴挙であり、ジュネーブ条約などの国際法で禁止されています。唯一の戦争被爆国である日本としても、断じて許せない行為ではないでしょうか。
　しかも、今までであれば、アメリカは自身の武力攻撃を「国連安全保障理事会の決議に基づいたもの」だと、決議の意味を無理やりねじまげるにせよ、主張していました。今回、アメリカのトランプ大統領は、そのような弁明さえせず、まったく自分勝手に武力攻撃に踏み出しました。あまりにひどい横暴であり、認めるわけにはいきません。
　それに対して日本政府の態度はどうでしょうか。イスラエルがイランを攻撃した直後には、イスラエルを「強く非難する」との外務大臣談話を発表しました。ところがその後まとめられた、日本とアメリカも参加する主要七カ国・Ｇ７首脳の声明は、アメリカの意向を受けてイスラエルの「自国を守る権利」を認め、軍事攻撃を容認する内容になりました。さらに、アメリカがイランを攻撃した際に石破総理は、アメリカの軍事攻撃を批判するような発言を一切しませんでした。なんでもアメリカの言う通りなど、独立国の総理大臣として、あるまじき態度ではないでしょうか。日本共産党は日本政府に対し、アメリカとイスラエルのイランへの武力攻撃を批判し、攻撃中止を求めるよう、強く求めます。
　自民党の裏金問題を最初にスクープした、日本共産党の発行する「しんぶん赤旗」をこの機会にぜひお読みいただきますようお願いいたしまして、この場所をお借りしての日本共産党の政策の訴えを終わります。ご協力ありがとうございました。（了）
